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一般国道 169号は、奈良県奈良市を起点として、紀伊半島内陸部を

縦貫し、和歌山県新
しん

宮
ぐう

市
し

に至る延長 190㎞の道路であり、奥熊野地方
の日常生活の支えとして、また観光地アクセスの経路として重要な役

割を担っています。 
このうち、和歌山県の飛び地である東

ひがし

牟
む

婁
ろ

郡
ぐん

北
きた

山
やま

村
むら

から奈良県吉
よし

野
の

郡
ぐん

十
と

津
つ

川
かわ

村
むら

に至る区間は通行不能区間であることから、地域の振興や

生活面などにおいて大きな支障となっています。また、十津川村から

東
ひがし

牟
む

婁
ろ

郡
ぐん

熊
くま

野
の

川
がわ

町
ちょう

に至る区間においても、道路幅員が狭く、異常気

象時には通行規制がかかる区間であることから、快適かつ安全な交通

の確保が望まれています。 
奥瀞道路（全長 6.3km）は、国道 169 号における通行不能区間を解

消し、沿線町村と新宮市との連携強化、沿線住民の生活道路としての

機能確保、災害時や緊急時の安定した交通の確保、観光をはじめとす

る地域の基幹産業の支援などを目的とした道路です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

○ 国道 169号の通行不能区間の解消 
○ 災害時、緊急時における交通確保 

○ 沿線地域の活性化 

事 業 の 目 的 

Ｎ

至　新宮

311

169

169

168

北山村役場

至　熊野

熊野川町役場

奈良県
吉野郡
十津川村

和歌山県
田辺市
本宮町

和歌山県
東牟婁郡
熊野川町

三重県
南牟婁郡
紀和町

和歌山県飛地#
北山村

和歌山県飛地#
熊野川町

奥瀞道路　Ｌ＝６．３ｋｍ

Ⅰ期区間
Ｌ＝３．７ｋｍ

Ⅱ期区間
Ｌ＝２．２ｋｍ

H8.7.30供用事業中

Ⅱ期区間
Ｌ＝０．４ｋｍ

H16.3.20供用

異常気象時通行規制区間異常気象時通行規制区間異常気象時通行規制区間
Ｌ＝５．５ｋｍＬ＝５．５ｋｍＬ＝５．５ｋｍ

連続降雨量180mmで通行止連続降雨量180mmで通行止連続降雨量180mmで通行止 異常気象時通行規制区間異常気象時通行規制区間異常気象時通行規制区間
Ｌ＝７．６ｋｍＬ＝７．６ｋｍＬ＝７．６ｋｍ

連続降雨量180mmで通行止連続降雨量180mmで通行止連続降雨量180mmで通行止

異常気象時通行規制区間異常気象時通行規制区間異常気象時通行規制区間
Ｌ＝３．３ｋｍＬ＝３．３ｋｍＬ＝３．３ｋｍ

連続降雨量180mmで通行止連続降雨量180mmで通行止連続降雨量180mmで通行止

Ⅰ期区間整備前の通行不能区間
図 奥瀞道路位置図
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・ 起終点   自）和
わ

歌
か

山
や ま

県
け ん

東
ひがし

牟
む

婁
ろ

郡
ぐ ん

北
き た

山
や ま

村
む ら

小
こ

松
ま つ

 

至）和
わ

歌
か

山
や ま

県
け ん

東
ひがし

牟
む

婁
ろ

郡
ぐ ん

熊
く ま

野
の

川
が わ

町
ちょう

玉
た ま

置
き

口
ぐ ち

 

・ 計画延長      Ｌ＝6.3㎞ 
・ 幅員        Ｗ＝7.0～8.0m 
・ 構造規格      第３種第３級 
・ 設計速度      40㎞/ｈ 
・ 車線数       ２車線 
・ 全体事業費     約 210億円 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 奥瀞道路計画図 

 
 
 
 
 

図 奥瀞道路標準断面図 

計 画 の 概 要 
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H8.7 L=3.7km 2/2供用

H16.3
L=0.4km
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S56事業化　L=4.2kmH14事業化　L=2.1km
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婁
郡
熊
野
川
町
玉
置
口

和
歌
山
県
東
牟
婁
郡
北
山
村
小
松

わ
か
や
ま

ひ
が
し
む
ろ
く
ま
の
が
わ
ち
ょ
う

わ
か
や
ま

ひ
が
し
む
ろ

き
た
や
ま
む
ら
こ
ま
つ

終
点

起
点

た
ま
き
ぐ
ち 至　

熊
野
市

至　

新
宮
市

Ⅱ期区間　L=2.6km
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１．事業の経緯 

・ 昭和 56年度 ： 事業化（L=4.2km） 
・ 昭和 58年度 ： 用地着手 
・ 昭和 58年度 ： 工事着手 
・ 平成 14年度 ： 事業区間延伸（L=2.1km） 
 
２．事業の進捗（平成 16年度末現在） 
・ 事業進捗：78% 
・ 用地進捗：98%（面積ベース） 
・ 部分供用：平成 8年 7月（Ⅰ期区間Ｌ=3.7㎞） 

平成 16年 3月（Ⅱ期区間の一部Ｌ=0.4km） 
 
３．関係機関との調整等 
・ 奥瀞道路のⅠ期、Ⅱ期の建設にあたっては、 

① 地形が非常に急峻であること 
② これらの地形を通過するため、トンネル・橋梁等の構造物が

大半を占めること 
③ 工事のための進入路が限られていること 
などから、工事は困難を極めましたが、平成 8年 7月にⅠ期区間
（Ｌ＝3.7㎞）を供用しました。また、Ⅱ期区間のうち、0.4km（奈
良県吉野郡十津川村～和歌山県東牟婁郡熊野川町玉置口地区）に

ついては、平成 16年 3月に供用しました。 
・ 現在 2.2km 区間の終点部に残っている用地（1 件）については、

共有地であることから、引き続き用地取得を完了させるため、地

元熊野川町と調整のうえ、地権者交渉を行っています。 

事業の経緯及び進捗状況 
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４．現在の状況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

④Ⅱ期区間 新
しん

田
た

戸
ど

トンネル（坑口部）

・供用区間の状況 

・工事中区間の状況

至　新宮市至　北山村

葛川大橋

②Ⅱ期区間 葛
くず

川
かわ

大橋 

新田戸トンネル

新田戸トンネル終点側坑口

国道１６９号

至　新宮市

至　北山村

③Ⅱ期区間 新
しん

田
た

戸
ど

トンネル（終点側）

 

至 北山村 

至 新宮市 

①Ⅰ期区間 有蔵
あんぞう

１・２号橋付近 
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１．周辺市町村の人口及び乗用車保有台数の変化 

（１）沿線地域の人口 
和歌山県の人口は昭和 55年から現在までほぼ横ばい状態です。

しかし、奥瀞道路周辺の町村人口は減少傾向となっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
（２）自動車保有台数の推移 

自動車保有台数については、和歌山県では平成 12年からほぼ横
ばいです。奥瀞道路周辺町村においては北山村は増加傾向ですが、

熊野川町、旧本宮町では横ばいです。 
人口１人あたりの自動車保有台数をみると、和歌山県平均が 0.65

台であるのに対し、周辺町村では高い値を示しており、車依存度が

高い地域であると言えます。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

表 周辺地域および和歌山県における

１人あたりの自動車保有台数 
    (H15 年) 

事業を取り巻く社会状況 

図 周辺町村の人口の変化 

図 S55 を 1.0 とした場合の保有台数の伸び

※和歌山県のみ千人単位 

１人あたり保有台数

熊野川町 0.72

旧本宮町 0.72

北山村 0.64

和歌山県全体 0.65

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

S55 S60 H2 H7 H12 H15

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

和歌山県全体 熊野川町 旧本宮町 北山村（人） （千人）

国勢調査（S55～H12）および住民基本台帳（H15）より

0.8

1.0

1.2

1.4

1.6

1.8

2.0

2.2

2.4

2.6

2.8

S55 S60 H2 H7 Ｈ12 Ｈ15

和歌山県全体 熊野川町 旧本宮町 北山村

和歌山県統計書より
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２．奥瀞道路周辺の産業 

北山村の就業者のうち、約 7割が第３次産業に従事しています。 
また、近年では、観光産業関連の就業者が増加しており、特に平成 16
年には、大きく増加しました。 
また、第１次産業のうち、北山村の名産品である「じゃばら」につ

いては、近年の健康志向と相まって、その売上額が大きく増加してい

ます。 
 
 
 
 
 
 
 

図 産業別就業者数と割合 

 
 
 
 
 
 
 
 

図 北山村における観光関連就業者数の推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 北山村における「じゃばら」売上額の推移

図 北山村の「じゃばら」
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H3～5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16

（人）

北山村役場資料より

北山村就業者数（H12）

17 64 162

1次産業 ２次産業 ３次産業

(7) (26) (67)

２４３人

（ ）は％

国勢調査より

24.4 30.2
24.2 25.0 27.3 26.6

50.0

103.0

140.0

175.4

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

120.0

140.0

160.0

180.0

200.0

Ｈ７ Ｈ８ Ｈ９ Ｈ１０ Ｈ１１ Ｈ１２ Ｈ１３ Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ１６

（百万円）

北山村役場資料より
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３．現道の交通状況 

（１）北山村の道路状況 
北山村から新宮市への所要時間は、Ⅰ期区間およびⅡ期区間の整

備により、30分の時間短縮が図られました。 
 
 

 

 
 
 
 
（２）国道１６９号の交通状況 

奥瀞道路周辺の国道 169号の交通量は、ほぼ横ばいでしたが、Ⅰ
期区間供用後、増加傾向となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 国道 169 号の交通量の変化（道路交通センサス平日 24 時間交通量）

※紀南河川国道事務所による実測値（H17.9） 

※熊野市五郷町湯

屋における S55～

H2 の交通量は当該

区間の時間交通量

に隣接区間の昼夜

率を乗じて算出し

た参考値です。 

北山村から新宮市への所要時間（現況） 

 整備前 整備後 

北山村⇔新宮市 109 分 79 分 

30 分短縮 
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奥瀞道路周辺地域において、平成 17年 8月の調査では、平成 11年

と比較すると交通量が大きく増加しています。また、平成 16年 7月に
「紀

き

伊
い

山
さん

地
ち

の霊
れい

場
じょう

と参
さん

詣
けい

道
みち

」がユネスコの世界遺産に登録されたこと

から、観光客による増加が見られます。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 国道 169 号の交通量の変化（平日 12 時間交通量） 

※H11 は道路交通センサス（10 月）の昼間 12 時間交通量、 

H17 は 8 月の昼間 12 時間実測値 
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４．異常気象時及び災害時への対応 

奥瀞道路の整備区間のうち、通行不能区間はⅠ期区間の整備により

解消されましたが、未だ他の区間には、異常気象時通行規制区間があ

り、安全かつ安定した交通を確保できない状態にあります。 
年間の通行止め回数は平成 16 年において、災害によって 6 回延べ

19日、事前通行止めが 4回延べ日数 4日となっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表 通行止め回数実績【東牟婁郡熊野川町宮

みや

井
い

～同郡北山村下
しも

尾
お

井
い

】 

 
 
 

図 奥瀞道路周辺の通行規制区間位置 
写真 十津川村竹

たけ

筒
とう

に 

おける土砂崩落 

（平成11年5月）

回数
延べ
日数

回数
延べ
日数

回数
延べ
日数

回数
延べ
日数

回数
延べ
日数

回数
延べ
日数

回数
延べ
日数

回数
延べ
日数

災害による通行止め 0 0 2 32 1 150 2 2 1 1 0 0 1 1 6 19

事前通行止め 5 69 0 0 0 0 0 0 2 2 1 1 2 2 4 4

平成１３年 平成１４年 平成１５年 平成１６年平成９年 平成１０年 平成１１年 平成１２年

（和歌山県調べ）
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５．医療施設へのアクセス 

周辺地域において最も高度な医療設備を持つ施設は新宮市立医療セ

ンターです。奥瀞道路Ⅰ期区間の開通により、北山村から同センター

へのアクセス時間が短縮されました。 
この地域は、高齢者の割合が高く、医療施設へのアクセス利便性向

上は生活面において必要性が高いと言えます。 
現在、北山村から同センターへは 893人/年の外来患者があり、これ

は村民１人あたり年平均1.54回病院へ通っていることを示しています。 
周辺市町と比べても、距離的に遠い施設へ、通院する患者が多いこ

とがわかります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

(%)

27.1

31.0
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42.6

36.6 37.5
40.9
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10.0
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座
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熊

野

川

町

旧

本

宮

町

北

山

村

国勢調査より

和歌山県 

高齢者割合 

21.2％ 

図 新宮市周辺地域から新宮市立医療センターへの
年間延べ外来患者数と人口比 

（H16：新宮市立医療センター調べ）

※括弧内の数字は、各町村の人口で延べ外来患者数

を除したものであり、１人あたりの平均的な病院

訪問回数を示す。 

図 周辺町村の高齢者割合（H12） 
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６．周辺の観光資源 

沿線地域には、恵まれた自然環境を活かした様々な観光資源があり、

観光産業は古くからの林業とともに基幹産業となっています。 
さらに、平成 16年 7月に「紀伊山地の霊場と参詣道」が世界遺産に

登録され、観光地としてのポテンシャルがさらに向上しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 奥瀞道路周辺における観光資源 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図 世界遺産「紀伊山地の霊場と参詣道」関連施設等 
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こ へ ちこ へ ちこ へ ち

い せ じい せ じい せ じ

おおみねみちおおみねみちおおみねみち

こうやさんちょういしみちこうやさんちょういしみちこうやさんちょういしみち

慈尊院慈尊院慈尊院

丹生官省符神社丹生官省符神社丹生官省符神社

丹生都比売神社丹生都比売神社丹生都比売神社

金剛峰寺金剛峰寺金剛峰寺

熊野本宮大社熊野本宮大社熊野本宮大社

熊野速玉大社熊野速玉大社熊野速玉大社

熊野那智大社熊野那智大社熊野那智大社

那智山青岸渡寺那智山青岸渡寺那智山青岸渡寺

じそんいんじそんいんじそんいん

にうかんしょうふじんじゃにうかんしょうふじんじゃにうかんしょうふじんじゃ

に う つ ひ め じんじゃに う つ ひ め じんじゃに う つ ひ め じんじゃ

こんごうぶじこんごうぶじこんごうぶじ

くまのほんぐうたいしゃくまのほんぐうたいしゃくまのほんぐうたいしゃ

吉野山吉野山吉野山

なちさん せいがんと じなちさん せいがんと じなちさん せいがんと じ

くまの なち たいしゃくまの なち たいしゃくまの なち たいしゃ

くまのはやたまたいしゃくまのはやたまたいしゃくまのはやたまたいしゃ

よしのやまよしのやまよしのやま

 

吉野熊野国立公園
（普通区域）

凡　　　　例

吉野熊野国立公園
特別保護地区

Ｎ

至　新宮

至　五條

至　下北山

至　熊野

和歌山県
北山村

和歌山県
熊野川町

奈良県吉野郡
十津川村

三重県南牟婁郡
紀和町

音乗(筏下り乗り場)

レクリエーション施設

ジェット船乗り場
玉置口(筏下り降り場)

ジェット船乗り場

瀞八丁

ジェット船乗り場

湯元・
湯ノ口温泉

谷瀬の吊橋

道の駅
「十津川郷」

道の駅
「おくとろ」

渡瀬・
川湯温泉

熊野本宮大社

和歌山県
東牟婁郡
熊野川町

和歌山県
田辺市
本宮町

大斉原

湯泉地温泉

十津川温泉

下湯温泉

奥瀞峡

玉置神社

静閑瀞

吉野熊野国立公園

クアハウス
熊野本宮

湯の峰温泉

自然・史跡等

温泉地

ﾚｼﾞｬｰ・ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ施設

北山峡

熊
野
川

168

168

311

169

169
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近年における北山村の観光客は、奥瀞道路Ⅰ期の開通前後でおよそ

3倍に増加し、平成 12年以降、約 9.5万人で推移しています。村民人
口が 1,000 人に満たないことから考えても、観光客が多い地域である
ことがわかります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 北山村の観光客数 

○主な観光資源 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4 ,4 7 0
8 ,2 0 0

1 9 ,6 9 5

3 1 ,6 7 0

9 4 ,9 0 0 9 4 ,5 2 0 9 6 ,0 2 0

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

S55 S60 H2 H7 H12 H15 H16

（人/年）

（和歌山県観光客動態調査報告書より）

写真 筏下り 

写真 瀞峡とジェット線 

写真 道の駅「おくとろ」・宿泊施設 

写真 熊野本宮大社 

奥瀞道路 
Ⅰ期供用 
（H8.7） 

人口約 600人の村に約 9.5万人の観光客が来村 
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７．地域における計画 

奥瀞道路は下記の計画に位置付けられています。 
 

計画 位置付け 

和歌山県長期総合計画 
（平成 10年 2月） 

隣接府県との交流・連携を強化するため、

府県間道路の整備を推進します。 

奈良県新総合計画 
（平成 7年 3月） 

地域間の交流・連携の促進と生活環境の改

善など、地域の活性化を図ります。 

 
○事業促進を要望する団体等 

 

期成同盟会等名称 会長 主な構成メンバー 

国道１６９号直轄 

工事促進委員会 

和歌山県 

知事 

十津川村、新宮市、熊野川町、 

田辺市、北山村 

計 ５市町村 

新宮周辺広域市町村圏

事務組合 
新宮市長 

新宮市、串本町、那智勝浦町、 

太地町、古座川町、熊野川町、北山村 

計 ７市町村 
 
○要望経緯（最近の動向） 
 

年月日 要望内容 
平成 16年 11月 15日 
平成 17年 7月 5日 

国道１６９号直轄工事促進委員会が奥

瀞道路の早期完成を要望 
平成 16年 8月 27日 
平成 17年 7月 28日 

新宮周辺広域市町村圏事務組合が奥瀞

道路のⅡ期事業区間の早期整備を要望
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１．周辺市町村間の所要時間短縮 

例えば、北山村から新宮市への所要時間は奥瀞道路の整備により下

図のように大きく短縮されます。また、奥瀞道路延伸部が整備されれ

ば、さらなる時間短縮が図られると考えられます。 
これにより、周辺町村との結びつきが強くなり、市町村合併に際し

ても各地域間の連携が強化されます。 
 

 
 
 
 

図 奥瀞道路整備時の新宮市への所要時間 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 北山村役場から新宮市役所への経路 

事 業 の 整 備 効 果 

※紀南河川国道事務所による実測値（H17.9） 

 整備前 整備後 

北山村⇔新宮市 109 分 75 分 

34 分短縮 

北山村

新宮市

開通前

開通後
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２．観光客数の増加 

奥瀞道路（Ⅰ期区間）の整備により、北山村への観光入り込み客数

は倍増し、さらにⅡ期区間の一部が整備され順調に増加しています。

観光客の増加に伴い、北山村内の観光関係従事者も増加しています。 
さらに、昨年 7月「紀伊山地の霊場と参詣道」が世界遺産に登録さ

れたことから、観光客が増加しています。周辺の観光地を有機的に結

び、安全で快適な交通の確保が期待される奥瀞道路（Ⅱ期区間）を整

備することで、地域の観光ポテンシャルがさらに向上することが期待

されます。 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

11

23
28

36 36

53

0

10

20

30

40

50

60

H6 H8 H10 H12 H14 H16

就
業
者
数
（人）

資料/北山村役場

図 北山村の観光入り込み客数 図 北山村の観光関係就業者数 

図 世界遺産登録前後における観光客数 
（世界遺産登録に関連する 1市 10町（かつらぎ町、九度山町、高野町、白浜町、中辺路町、日置川町、す
さみ町、新宮市、那智勝浦町、熊野川町、本宮町）の合計） 

世界遺産登録奥瀞道路開通

（Ⅰ期区間） 

写真 道の駅「おくとろ」・宿泊施設 

24

72
78

95 93 96

0

30

60

90

120

H6 H8 H10 H12 H14 H16

観
光
客
数

（千人）

（和歌山県観光客動態調査報告書より）

世界遺産登録 奥瀞道路開通 

（Ⅰ期区間） 

2,767 3,011 3,046

4,220

1,626
1,594

2,045

1,950

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

H15
（1～6月）

H15
（7～12月）

H16
（1～6月）

H16
（7～12月）

日帰り 宿泊客

4,640
4,961

4,393

6,265

（千人）

和歌山県観光客動態調査報告書より

世界遺産登録後
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３．周辺医療施設への到達時間の短縮 

新宮市立医療センターは当地域における総合病院および救急病院の

役割を担っており、周辺地域から多くの患者が通院しています。 
これからの高齢化社会において、これら患者数はさらに増えること

が予想されます。奥瀞道路の整備により、新宮市医療センターへの到

達時間は 34分短縮され、利便性が向上します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 北山村から新宮市立医療センターの所要時間変化 

 

 
※紀南河川国道事務所による実測値（H17.9） 
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４．災害時でも信頼性の高い交通基盤の確保 

奥瀞道路の整備によって、異常気象時でも安定した交通路が整備さ

れ、沿線住民の安心・安全な暮らしに寄与します。 
また、国道 168号、169号、311号は緊急輸送路に指定されており、

例えば東南海地震により国道 42 号が寸断された場合の代替ルートが
紀伊半島内陸部に確保され、信頼性の高い広域道路ネットワークが構

築されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 紀伊半島内陸部に確保される国道 42 号の代替ルートのイメージ 

 

写真 台風による越波の国道 42号の
被害状況（串本町西向地区） ※浸水予測箇所は下記ＨＰの浸水予測を基に作成 

和歌山県域：和歌山県ＨＰ（http://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/011400/bousai/050425/all_map.html）

三重県域：三重県ＨＰ（http://www.bosaimie.jp/mie/） 
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路  線  名 一般国道１６９号 
事  業  名 奥瀞道路 
延 長 6.3ｋｍ 

 
□便益 
 走 行 時 間 

短 縮 便 益 

走 行 経 費

減 少 便 益

交 通 事 故

減 少 便 益
合 計 

基 準 年 平成１７年度 

基 準 年 

に お け る 

現 在 価 値 

349億円 34億円 8億円 391億円 ･･･（Ｂ） 

 
□費用 
 事 業 費 維 持 管 理 費 合 計 

基 準 年 平成１７年度 

単 純 合 計 203億円 13億円 216億円 

基 準 年 

に お け る 

現 在 価 値 

305億円 6億円 311億円 ･･･（Ｃ） 

 
□算定結果 
費用便益比（ＣＢＲ） 

Ｂ／Ｃ＝               

   ＝1.3                

 
 

 便益の現在価値の合計（Ｂ） 

 費用の現在価値の合計（Ｃ） 

 391 億円  
 311 億円  

費用便益比の算定（事業全体） 

＝
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路  線  名 一般国道１６９号 
事  業  名 奥瀞道路 
延 長 2.2km 

 
□便益 
 走 行 時 間 

短 縮 便 益 

走 行 経 費

減 少 便 益

交 通 事 故

減 少 便 益
合 計 

基 準 年 平成１７年度 

基 準 年 

に お け る 

現 在 価 値 

90億円 18億円 5億円 114億円 ･･･（Ｂ） 

 
□費用 
 事 業 費 維 持 管 理 費 合 計 

基 準 年 平成１７年度 

単 純 合 計 35億円 5億円 39億円 

基 準 年 

に お け る 

現 在 価 値 

32億円 2億円 34億円 ･･･（Ｃ） 

 
□算定結果 
費用便益比（ＣＢＲ） 

Ｂ／Ｃ＝               

   ＝3.3                

 
 
 

費用便益比の算定（残事業のみ） 

 便益の現在価値の合計（Ｂ） 

 費用の現在価値の合計（Ｃ） 

 114 億円  
  34 億円  

＝
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奥瀞道路については、瀞峡で名高い北山川の渓谷に沿った険しい地

形条件に加え、吉野熊野国立公園を通過することから、景観への配慮、

生態系との共存を図るとともに、交通不能区間の解消、災害時や緊急

時における安定した交通の確保を目的とした合理的な計画であり、用

地については 98％を既に買収済みであり、更に残事業の殆どを占める
トンネル工事に着手していることから、現計画に基づき平成 20年度全
線供用を目指し、引き続き事業を推進していきます。 
 
施工にあたっては、完成後の道路管理者である和歌山県との協議に

より、トンネル点検用として車道横に設ける監査歩廊を省略するなど

により、トンネル断面積を従来より約 10％縮小し、コスト縮減を図る
とともに、新技術の積極的な活用や建設発生土の有効利用等で更なる

コスト縮減に努めていきます。 
 
 
 

コスト縮減や代替案立案等の可能性 
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（１）事業の必要性等に関する視点からの見解 
・ 奥瀞道路は、交通不能区間および隘路区間を解消し、奈良、和歌

山、三重の連携強化により地域の活性化を図る路線として早期整

備が求められています。 
・ 奥瀞道路は、異常気象時に通行規制がかかる区間があることから、

沿線住民の生活道路として安定した交通の確保を図るため、早期

整備が求められています。 
・ 今後、奥瀞道路の整備を図ることによる残事業費に対する費用対

効果は、3.3であり、事業実施の必要性が高い事業であると考え
ます。 

 
（２）事業の進捗の見込みの視点からの見解 
・ 用地取得は１件を残すのみで 98％完了し、残事業区間の殆どを
占めるトンネル工事を平成 16年度より進めているところであり、
平成 20年度全線供用を目標に事業を推進します。 

 
（３）コスト縮減や代替え立案等の可能性による視点からの見解 
・ 奥瀞道路については、瀞峡で名高い北山川の渓谷に沿った険しい

地形条件に加え、吉野熊野国立公園を通過することから、景観へ

の配慮、生態系との共存を図るとともに、交通不能区間の解消、

災害時や緊急時における安定した交通の確保を目的とした合理

的な計画であり、現計画に基づき平成 20年度全線供用を目指し、
引き続き事業を推進していきます。 

・ 施工にあたっては、道路構造の工夫や新技術の積極的な活用、建

設発生土の有効利用等コスト縮減に努めていきます。 
 

 

対  応  方  針 



 22

 

 

◇ 対応方針（原案） 
【事業継続】 

一般国道 169号は、奥熊野地方の交通のみならず、観光地アク
セスの交通を担う重要な道路です。 
その一部を形成する奥瀞道路は、隘路区間を解消し、沿線町村

と新宮市との連携強化、沿線住民の生活道路としての機能確保、

災害時や緊急時の安定した交通の確保、観光をはじめとする地域

の基幹産業の支援を図るため、事業促進が求められています。 
今後とも、引き続き事業を推進し、平成 20 年度全線供用を目

指します。 
 
 



チ ェ ッ ク リ ス ト



事業再評価に係る資料

事業名 一般国道１６９号 奥瀞道路 事業種別 一次
おくどろ

起終点 起点）和歌山県東牟婁郡北山村小松 ６．３km
わ か や ま け ん ひ が し む ろ ぐ ん き た や ま む ら こ ま つ

事 延 長
（ ）業 終点）和歌山県東牟婁郡熊野川町玉置口 供用済4.1km

わ か や ま け んひ が し む ろぐ ん く ま の がわ ち ょ う たま き ぐ ち

概

要 事 業 化 昭和５６年度 都市計画決定 －

用地着手 昭和５８年度 工事着手 昭和５８年度

全体事業費 約２１０億円

一般国道169号は、奈良県奈良市を起点として、紀伊半島内陸部を縦貫し、和

事 歌山県新宮市に至る延長190㎞の道路であり、奥熊野地方の日常生活の支えとし
し ん ぐ う し

業 て、また観光地アクセスの経路として重要な役割を担っています。

の このうち、和歌山県の飛び地である東牟婁郡北山村から奈良県吉野郡十津川村
ひがし む ろ ぐ ん き た や ま む ら よ し の ぐ ん と つ か わ む ら

目 に至る区間は通行不能区間であることから、地域の振興や生活面などにおいて大

的 きな支障となっています。また、十津川村から東牟婁郡熊野川町に至る区間にお
ひがし む ろ ぐ ん く ま の か わ ちょう

、 、 、いても 道路幅員が狭く 異常気象時には通行規制がかかる区間であることから

快適かつ安全な交通の確保が望まれています。

奥瀞道路（全長6.3km）は、国道169号における通行不能区間を解消し、沿線町

村と新宮市との連携強化、沿線住民の生活道路としての機能確保、災害時や緊急

時の安定した交通の確保、観光をはじめとする地域の基幹産業の支援などを目的

とした道路です。

位

置

図
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Ｌ＝３．７ｋｍ

Ⅱ期区間

Ｌ＝２．２ｋｍ

H8.7.30供用事業中

Ⅱ期区間

Ｌ＝０．４ｋｍ

H16.3.20供用

異常気象時通行規制区間異常気象時通行規制区間異常気象時通行規制区間
Ｌ＝５．５ｋｍＬ＝５．５ｋｍＬ＝５．５ｋｍ

連続降雨量180mmで通行止連続降雨量180mmで通行止連続降雨量180mmで通行止 異常気象時通行規制区間異常気象時通行規制区間異常気象時通行規制区間
Ｌ＝７．６ｋｍＬ＝７．６ｋｍＬ＝７．６ｋｍ

連続降雨量180mmで通行止連続降雨量180mmで通行止連続降雨量180mmで通行止

異常気象時通行規制区間異常気象時通行規制区間異常気象時通行規制区間
Ｌ＝３．３ｋｍＬ＝３．３ｋｍＬ＝３．３ｋｍ

連続降雨量180mmで通行止連続降雨量180mmで通行止連続降雨量180mmで通行止

Ⅰ期区間整備前の通行不能区間 

311

168

42

42

42

169

309和歌山県

三重県

奈良県

大阪府



事業名 一般国道１６９号 奥瀞道路 事業種別 一次
おくどろ

執行済み額 事 業 費 ： 約２１０億円（進捗率７８％）

事業の進捗状況

事

業

の

進

捗 ○事業経緯

・昭和５６年度 事業化（Ｌ＝４．２ｋｍ）

・昭和５８年度 用地着手

・昭和５８年度 工事着手

状 ・平成１４年度 事業区間延伸（Ｌ＝２．１ｋｍ）

・昭和５６年度に事業に着手し、昭和５８年度には工事に着手しました。現在

の事業進捗率は78％です。

況 ・用地は面積ベースで約98％まで取得を完了しています。

・現在 区間の終点部に残っている用地（ 件）については、共有地であ2.2km 1
ることから、引き続き用地取得を完了させるため、地元熊野川町と調整のう

え、地権者交渉を行っています。

供用目標等今後の事業の見通し

用地取得は９８％完了しており、引き続き事業を推進し、平成２０年度全線供

用を目指します。



事業名 一般国道１６９号 奥瀞道路 事業種別 一次
おくどろ

客観的評価指標

事

業

を

巡

る

社

会

情

勢

等

１．活力
□ 現道等の年間渋滞損失時間及び削減率

□ 現道等における混雑時旅行速度が20km/h未満である区間の旅行速度の改善が期待される

□
現道又は並行区間等における踏切交通遮断量が10,000台時/日以上の踏切道の除却もしくは交通改善が
期待される

■ 現道等に、当該路線の整備により利便性の向上が期待できるバス路線が存在する

■ 新幹線駅もしくは特急停車駅へのアクセス向上が見込まれる

□ 第一種空港、第二種空港、第三種空港もしくは共用飛行場へのアクセス向上が見込まれる

□ 特定重要港湾もしくは国際コンテナ航路の発着港湾へのアクセス向上が見込まれる

■ 農林水産業を主体とする地域において農林水産品の流通の利便性が向上

□
現道等における、総重量25tの車両もしくはISO規格背高海上コンテナ輸送車が通行できない区間を解
消する

□ 都市再生プロジェクトを支援する事業である

□ 広域道路整備基本計画に位置づけのある環状道路を形成する

□ 市街地再開発、区画整理等の沿道まちづくりとの連携あり

□ 中心市街地内で行う事業である

□ 幹線都市計画道路網密度が1.5km/km2以下である市街地内での事業である

□ DID区域内の都市計画道路整備であり、市街地の都市計画道路網密度が向上する

□
対象区間が現在連絡道路がない住宅宅地開発(300戸以上又は16ha以上、大都市においては100戸以上又
は5ha以上)への連絡道路となる

□ 高速自動車国道と並行する自専道（A'路線）としての位置づけ有り

□ 地域高規格道路の位置づけあり

□ 当該路線が隣接した日常活動圏中心都市間を最短時間で連絡する路線を構成する

■ 現道等における交通不能区間を解消する

■ 現道等における大型車のすれ違い困難区間を解消する

■ 日常活動圏の中心都市へのアクセス向上が見込まれる

□ 鉄道や河川等により一体的発展が阻害されている地区を解消する

□ 拠点開発プロジェクト、地域連携プロジェクト、大規模イベントを支援する

■ 主要な観光地へのアクセス向上が期待される

□ 特別立法に基づく事業である

□ 新規整備の公共公益施設へ直結する道路である

２．暮らし
□
自転車交通量が500台/日以上、自動車交通量が1,000台/12h以上、歩行者交通量が500人/日以上の全て
に該当する区間において、自転車利用空間を整備することにより、当該区間の歩行者・自転車の通行

□
交通バリアフリー法における道路特定事業に位置付けがある、または、交通バリアフリー法に基づく
重点整備地区における特定経路を形成する区間が新たにバリアフリー化される

□ 対象区間が電線類地中化５ヶ年計画に位置づけ有り

□
市街地又は歴史景観地区（歴史的風土特別保存区域及び重要伝統的建造物保存地区）の幹線道路にお
いて新たに無電柱化を達成する

安全で安心で
きるくらしの
確保

■ 二次医療施設へのアクセス向上が見込まれる

円滑なモビリ
ティの確保

物流効率化の
支援

都市の再生

国土・地域
ネットワーク
の構築

個性ある地域
の形成

歩行者･自転車
のための生活
空間の形成

無電柱化によ
る美しい町並
みの形成

３．安全
□
現道等に死傷事故率が500件/億台キロ以上である区間が存する場合において、交通量の減少、歩道の
設置又は線形不良区間の解消等により、当該区間の安全性の向上が期待できる

□
当該区間の自動車交通量が1,000台/12h以上（当該区間が通学路である場合は500台/12h以上）かつ歩
行者交通量100人/日以上（当該区間が通学路である場合は学童、園児が40人/日以上）の場合、又は歩
行者交通量500人/日以上の場合において、歩道が無い又は狭小な区間に歩道が設置される

■ 近隣市へのルートが１つしかなく、災害による１～２箇所の道路寸断で孤立化する集落を解消する

□
対象区間が、都道府県地域防災計画、緊急輸送道路ネットワーク計画又は地震対策緊急整備事業計画
に位置づけがある、又は地震防災緊急事業五ヶ年計画に位置づけのある路線（以下「緊急輸送道路」
という）として位置づけあり

■ 緊急輸送道路が通行止になった場合に大幅な迂回を強いられる区間の代替路線を形成する

□ 並行する高速ネットワークの代替路線として機能する（A'路線としての位置づけがある場合）

□
現道等の防災点検又は震災点検要対策箇所もしくは架替の必要のある老朽橋梁における通行規制等が
解消される

■ 現道等の事前通行規制区間、特殊通行規制区間又は冬期交通障害区間を解消する

□ 避難路へ1km以内で到達できる地区が新たに増加する

□ 幅員6m以上の道路がないため消火活動が出来ない地区が解消する

４．環境 地球環境の保
全

● 対象道路の整備により削減される自動車からのCO2排出量

● 現道等における自動車からのNO2排出削減率

● 現道等における自動車からのSPM排出削減率

□
現道等で騒音レベルが夜間要請限度を超過している区間について、新たに要請限度を下回ることが期
待される区間がある

□ その他、環境や景観上の効果が期待される

５．その他
□ 関連する大規模道路事業と一体的に整備する必要あり

□ 他機関との連携プログラムに位置づけられている

□ 道路の整備に関するプログラム又は都市計画道路整備プログラムに位置づけられている

□ その他、対象地域や事業に固有の事情等、以上の項目に属さない効果が見込まれる

災害への備え

生活環境の改
善・保全

他のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
との関係

安全な生活環
境の確保



（ ）再評価実施時点における評価指標該当項目 定量的評価指標
事

業 ４．環 境～地球環境の保全、生活環境の改善・保全～
を ○対象道路の整備により削減される自動車からのCO2排出量
巡 ・当該事業により、CO2の排出量は約3,167t/年削減されます。
る ○現道等における自動車からのNO2排出削減率
社 ・当該事業により現道のNO2は11.5t/年削減されます。
会 ○現道等における自動車からのSPM排出削減率
情 ・当該事業により現道のSPMは1.1t/年削減されます。
勢
等 事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等

奥瀞道路沿線地域は、人口は減少傾向にあるものの、人口あたりの自動車保
有台数は、県の平均を上回って高くなっています。
平成８年７月にⅠ期区間が供用し、交通不能区間が解消されました。また、

平成１６年３月にはⅡ期区間の一部が供用しています。

効事 【事業全体】
果業 ○現在の費用便益比：Ｂ／Ｃ＝１．３
分採 （基準年次：平成１７年 検討年次４０年間で算出）
析択
の時 【残事業】
要の ○現在の費用便益比：Ｂ／Ｃ＝３．３
因費 （基準年次：平成１７年 検討年次４０年間で算出）
の用
変対
化

立コ 奥瀞道路については、瀞峡で名高い北山川の渓谷に沿った険しい地形条件に

案ス 加え、吉野熊野国立公園を通過することから、景観への配慮、生態系との共存

等ト を図るとともに、交通不能区間の解消、災害時や緊急時における安定した交通

の縮 の確保を目的とした合理的な計画であり、用地については98％を既に買収済み

可減 であり、更に残事業の殆どを占めるトンネル工事に着手していることから、現

、 。能や 計画に基づき平成20年度全線供用を目指し 引き続き事業を推進していきます

性代 施工にあたっては、完成後の道路管理者である和歌山県との協議により、ト

替 ンネル点検用として車道横に設ける監査歩廊を省略するなどにより、トンネル

案 断面積を従来より約10％縮小し、コスト縮減を図るとともに、新技術の積極的

な活用や建設発生土の有効利用等で更なるコスト縮減に努めていきます。

体地 平成16年11月15日及び平成17年７月５日
等方 国道169号直轄工事促進委員会が奥瀞道路の早期完成を要望
の公 平成16年８月27日及び平成17年７月28日
意共 新宮周辺広域市町村圏事務組合が奥瀞道路のⅡ期事業区間の
見団 早期整備を要望

対応方針（原案）

対 【事業継続】

応 一般国道１６９号は、奥熊野地方の交通のみならず、観光地アクセスの交通

方 を担う重要な道路です。

針 その一部を形成する奥瀞道路は、隘路区間を解消し、沿線町村と新宮市との

連携強化、沿線住民の生活道路としての機能確保、災害時や緊急時の安定した

交通の確保、観光をはじめとする地域の基幹産業の支援を図るため、事業促進

が求められています。

今後とも、引き続き事業を推進し、平成２０年度全線供用を目指します。


